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西
小
が
各
学
年
２
〜
３
学
級
で
、
児
童

数
の
格
差
が
約
2.8
倍
と
な
っ
て
い
ま

す
。東
小
学
校
の
単
学
級
制
に
つ
い
て
、

西
小
学
校
の
複
数
学
級
と
比
較
す
る

と
、
複
数
学
級
の
方
が
利
点
が
多
い
と

の
結
論
で
し
た
。

町
の
児
童
が
同
一
規
模
の
教
育
環
境

で
、
心
豊
か
に
学
べ
る
学
校
に
す
る
こ

と
が
理
想
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
児
童
の

負
担
を
最
小
限
に
と
ど
め
て
の
学
校
区

の
変
更
に
よ
り
、
東
西
小
学
校
の
各
学

年
が
複
数
学
級
に
な
る
よ
う
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

教
育
改
革
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
小
中

一
貫
教
育
も
視
野
に
入
れ
、
将
来
は
１

校
に
す
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

加
え
ま
す
。

町
の
懸
案
事
項
検
討
委
員
会
が
町
長
に
答
申

明
和
町
懸
案
事
項
検
討
委
員
会
の
会
議
が
1
月
24
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
、
行
政
区
・
学
校
区
の
あ
り
方
、
現
庁
舎
等
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
の
答
申

内
容
を
確
認
し
、
江
原
委
員
長
（
助
役
）
か
ら
斎
藤
町
長
に
答
申
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者
、
地
域
代
表
、
公
募
な
ど
1
9
2
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
、
諮
問
以
来
4
〜
5
回
、
各
部
会
ご
と
に
分
か
れ
て
慎
重
に
検
討
し

て
き
た
も
の
で
す
。
な
お
、
答
申
書
は
出
席
委
員
全
員
の
賛
成
を
得
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
町
で
は
こ
の
答
申
書
を
最
大
限
に
尊
重
し
て
議
会
な
ど
と

も
協
議
し
、行
政
執
行
し
て
い
く
予
定
で
す
。主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

当
町
に
お
い
て
は
、
従
前
よ
り
自
治

会
と
行
政
区
が
同
一
区
域
で
あ
り
、
こ

の
自
治
会
組
織
を
中
心
に
行
政
区
と
し

て
町
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

結
論
と
し
て
は
、
行
政
区
間
の
世
帯

数
の
格
差
が
最
大
と
最
小
で
は
約
18
倍

も
あ
り
ま
す
が
、
当
面
は
従
来
ど
お
り

「
地
縁
団
体
等
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

を
継
続
し
て
支
援
し
て
い
き
、
適
正
規

模
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度

の
認
識
お
よ
び
理
解
を
得
ら
れ
ま
し
た

が
、
今
回
方
向
性
は
出
さ
ず
、
今
後
時

間
を
か
け
て
継
続
し
て
検
討
す
べ
き
事

項
と
し
ま
す
。

平
成
16
年
６
月
現
在
の
東
西
小
学
校

の
現
況
で
は
、東
小
が
各
学
年
１
学
級
、

行
政
区
の
あ
り
方

学
校
区
の
あ
り
方

現
庁
舎
等
跡
地
の
利
用
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行
政
区
・
学
校
区
・
現
庁
舎
等
跡
地
利
用

現
庁
舎
・
駐
車
場

第
１
・
第
２
庁
舎
は
耐
震
性
に
劣
り

危
険
性
を
伴
う
た
め
、
既
存
の
ま
ま
の

利
用
は
困
難
な
た
め
取
り
壊
し
を
行

い
、
車
庫
・
倉
庫
は
既
存
施
設
の
ま
ま

利
用
す
る
こ
と
を
念
頭
に
検
討
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
明
和
分
署
の
移
転
先
は
、

緊
急
車
両
の
出
動
環
境
等
消
防
活
動
を

総
合
的
に
勘
案
し
ま
す
と
、
も
っ
と
適

し
た
用
地
の
新
た
な
確
保
を
望
み
ま

す
。
ま
た
、
車
庫
・
書
庫
は
既
存
施
設

の
ま
ま
で
の
利
用
を
検
討
し「
物
産
館
」

と
し
て
の
利
用
を
提
案
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
土
地
は
役
場
西
側
町
道

の
道
路
拡
幅
工
事
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、代
替
地
等
へ
の
使
用
を
望
み
ま
す
。

（
旧
）明
和
中
央
保
育
園

上
水
道
第
１
水
源

川
俣
駅
に
近
く
、
交
通
の
便
が
よ
い

た
め
町
の
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う

な
「
ま
ち
お
こ
し
」「
活
性
化
」「
少

子
・
高
齢
化
対
策
」
等
を
念
頭
に
お
い

て
「
公
営
住
宅
」
や
「
公
園
」「
将
来

の
川
俣
駅
周
辺
整
備
用
代
替
地
」
等
と

し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

（
旧
）東
部
児
童
館

（
旧
）旧
江
黒
駐
在
所

人
口
が
少
な
い
東
部
地
区
は
、
人
口

の
増
加
を
願
い
子
育
て
も
安
心
し
て
行

え
る
住
宅
の
建
設
地
と
す
る
意
見
が
多

数
あ
り
ま
し
た
の
で
、
東
部
地
区
の
発

展
を
考
慮
し
「
公
営
住
宅
」
と
し
て
利

用
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
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斎藤町長に答申する江原委員長


